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晴れて大人の仲間入り
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第
25
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子

駅
伝
競
走
大
会
は
１
月
19
日
、
広
島

市
で
開
か
れ
、
猪
苗
代
中
学
校
３
年

の
大
橋
清
陽
選
手
が
本
県
の
代
表
選

手
と
し
て
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
橋
選
手
は
中
学
生
区
間
と
な
る

６
区（
３
㌔
）
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
本

県
チ
ー
ム
は
大
会
前
に
選
手
の
け
が

や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
足
が
相
次
い

だ
影
響
が
あ
り
、
レ
ー
ス
序
盤
は
先

頭
集
団
か
ら
大
き
く
出
遅
れ
る
展
開

と
な
り
ま
す
。

　

高
校
生
区
間
の
５
区
で
学
法
石
川

高
校
３
年
の
松
山
和
希
選
手
が
区
間

タ
イ
記
録
の
走
り
で
順
位
を
27
位
ま

で
上
げ
る
と
、
大
橋
選
手
も
一
人
を

抜
く
力
走
で
ア
ン
カ
ー
の
相
澤
晃
選

手（
東
洋
大
４
年
）に
タ
ス
キ
を
託

し
ま
す
。
相
澤
選
手
は
区
間
賞
を
獲

得
す
る
走
り
で
総
合
順
位
を
一
気
に

14
位
ま
で
上
げ
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
た
。

　

大
橋
選
手
は
１
月
22
日
に
町
役
場

を
訪
れ
、
前
後
公
町
長
ら
に
大
会
の

様
子
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
大
橋

選
手
は
「
周
り
の
空
気
に
飲
ま
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
１
人
を
追
い

抜
き
タ
ス
キ
を
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
エ
ー
ス
の
相
澤
選
手
に
頑
張

れ
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
大
会
に

出
場
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
次
は
区

間
５
位
以
内
を
目
指
し
、
福
島
県

チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た
い
で

す
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

５区の松山選手からタスキを受ける大橋選手（右）

猪苗代・翁島・千里地区の新成人

月輪・長瀬・吾妻地区の新成人

成人おめでとうございます

令和２年猪苗代町成人式
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令
和
２
年
町
成
人
式
は
１
月
12
日
、

学
び
い
な
で
行
わ
れ
、
男
性
70
人
、

女
性
60
人
の
計
１
３
０
人
が
新
成
人

と
し
て
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公
町
長
が「
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
人
た
ち
や
今
後
の

人
生
で
出
会
う
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
無
限
の
可
能
性
を
発

揮
し
て
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
続
け
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
６
地
区
ご

と
に
新
成
人
一
人
一
人
の
名
前
を
読

み
上
げ
、
前
後
町
長
が
阿
部
未
夢
さ

ん
ら
各
地
区
の
代
表
者
６
人
に
そ
れ

ぞ
れ
成
人
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

長
沼
一
夫
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
後
、
新
成
人
代
表
の
遠
藤
涼

斗
さ
ん
が「
無
事
に
こ
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
支
え
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
多
く
の
人
た
ち

と
の
絆
を
よ
り
一
層
大
切
に
し
、
共

に
育
み
合
い
な
が
ら
自
分
が
選
ん
だ

道
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

野
口
英
世
博
士
の
遺
訓
を
受
け
継
ぎ
、

初
志
貫
徹
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
希
望
、
責
任
、
郷
土
へ
の
誇
り

を
胸
に
社
会
に
貢
献
し
続
け
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

新成人の抱負を紹介します

新
成
人
が
人
生
の
門
出
を
祝
う

誓いの言葉を述べる遠藤涼斗さん長瀬地区代表 吉田勇大さん 月輪地区代表 加藤咲希さん

佐藤  正太

仕事を充実させて地域に貢献し
たいです

さん 小椋   凜

この振袖を買ってくれた祖母に
恩返しをしたいです

さん 青木  智哉

建築士を目指しています。大人
の自覚を持って生活したいです

さん

日出山  愛夏

自分の行動に責任を持てる大人
になりたいです

さん 由井  康生

スポーツトレーナーとして、ス
ポーツの楽しさを広めたいです

さん 佐藤  夏妃

子どもの気持ちに寄り添える保
育士になりたいです

さん

渡部  大輝

今できることを経験して、自分
の可能性を広げたいです

さん 田母神  梅香

患者さんに寄り添える看護師に
なりたいです

さん 佐藤  大地 

将来は高校の物理の先生になり
たいです

さん
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成人証書を受ける猪苗代地区代表の阿部未夢さん
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

無火災・無災害を祈願

　町消防出初式は１月６日、町内の諏訪神社で行われ、消防団幹
部や関係機関などから約 40人が出席しました。式では神事が執
り行われ、関係者らが玉串をささげて今年１年の無火災、無災害
を祈願しました。前後公町長、五十嵐幸夫町消防団長らがあいさ
つを述べました。
　式に先立ち、消防団員が町内を分列行進し、火災予防を呼びか
けました。火災予防を呼びかけ分列行進する消防団員

町消防出初式を挙行

貴重な文化財を守る

放水訓練を行う消防団員ら

文化財防火デー火災防御訓練

　町内の貴重な文化財を守るための「第 66回文化財防火デー火
災防御訓練」は 1 月 19 日、蚕養神社で行われ、町消防団や消防
署、地区住民ら約 130 人が参加しました。氏子による文化財の
搬出や地区住民らによる初期消火、消防団と消防署による放水訓
練などを実施しました。
　訓練終了後、前後公町長が「今後とも地域ぐるみの訓練や予防
消防の強化に励んでください」と講評を述べました。

都市計画道路一部開通を祝う
猪苗代中央線交通安全祈願祭・開通式

開通を祝いテープカットする関係者

　都市計画道路猪苗代中央線の交通安全祈願祭と開通式は１月
29日、字芦原地内で行われ、猪苗代中学校から県道猪苗代停車
場線までの延長 420㍍の区間が供用開始されました。交通安全
祈願祭で神事が執り行われた後、引き続き開かれた開通式では、
前後公町長が「猪苗代南部地区計画の目標であるゆとりと潤いの
ある良好な住環境実現に重要な役割を果たすものと期待します」
と式辞を述べ、関係者がテープカットを行い、開通を祝いました。

福を願い縁起物求める

　新春恒例の初市「十三日市」は１月 13日、中央通り商店街で開
かれました。町商工会などでつくる実行委員会が主催しました。
オープニングセレモニーでは、新明哲也実行委員長があいさつを
述べ、関係者が鏡開きを行ったほか、猪苗代町芸能保存会による
太鼓の演奏が披露され、新年を祝いました。会場となった通りに
は、起き上がり小法師や風車、だるまなどの縁起物や飲食物の露
店が並び、福を願って縁起物を求める人たちでにぎわいました。

新春恒例の十三日市を開催

起き上がり小法師などの縁起物を買い求める来場者

スポーツ推進への功績をたたえ

　昨年11月に全国スポーツ推進委員 30年勤続表彰を受賞した
阿部昌広さん（小水沢）は 12月 24 日、町役場を訪れ、前後公町
長に受賞を報告しました。この賞は長年にわたり地域スポーツの
普及、振興に功績のあった人に贈られるものです。また、同日に
は東北地区スポーツ推進委員表彰の伝達が行われ、前後町長が受
賞した磯川正雄さん（新堀向）に表彰状を手渡しました。前後町
長は「今後もスポーツ振興に協力をお願いします」と話しました。受賞の報告に訪れた阿部さん（左）と磯川さん（右）

スポーツ推進委員勤続表彰

新年に町政発展を願う

門松を寄贈した佐藤理事長（右から３人目）ら

町シルバー人材センター・門松贈呈式

　町シルバー人材センターは 12月 26 日、町に手作りの門松を
寄贈しました。町シルバー人材センターでは、町政発展と町民の
幸せを願い、毎年寄贈しており、今回で 19 回目となりました。
門松は高さ約 60㌢で、会員の佐藤正巳さんと小檜山光男さんが
中心となって制作しました。
　贈呈式は同日、町役場で行われ、佐藤智昭理事長らが前後公町
長に門松を贈りました。

農山漁村の優良事例に選定
猪苗代稲作部会の取り組み「農山漁村の宝」に選定

　東北農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」ビジネス部
門に選定されたＪＡ会津よつば猪苗代稲作部会の小林文男部会長
らは 12月 19 日、町役場を訪れ、前後公町長に選定を報告しま
した。小林部会長は「いなわしろ天のつぶのブランド化や海外へ
の輸出、６次化などに町、ＪＡ、生産者が三位一体となって取り
組んできたことが評価されました。これからも良食味米の生産な
どに取り組んでいきたい」と報告しました。 前後町長に選定を報告した小林部会長（中央）と齋藤勝則ＪＡ会

津よつば東部営農経済センター長（右）

補助金の執行状況を審議

前後町長に審議結果を報告した白瀬副委員長（左）

町補助金適正化委員会審議結果答申

　町補助金適正化委員会の白瀬隆夫副委員長は 12月 24 日、前
後公町長に委員会の審議結果を答申しました。
　審議結果には、補助金等の交付等に関する規則、要綱等を遵守
し交付するよう徹底することなどが盛り込まれました。白瀬副委
員長は「厳しい財政状況において、町民の皆さんが納付する税金
や限られた貴重な財源で賄われているという認識を常に持って、
適正な補助金執行に努めてください」と述べました。
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先
日
、
マ
マ
の
美
香
さ
ん

と
２
人
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
旅
行
し
た
勇
登
く
ん
。
勇

登
く
ん
に
と
っ
て
今
回
が
初

め
て
の
海
外
旅
行
で
す
。「
勇

登
は
人
見
知
り
し
な
い
性
格

な
の
で
、
あ
ま
り
不
安
は
な

か
っ
た
で
す
」
と
美
香
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
勇
登
く
ん
は
、

現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
オ
セ

ロ
を
教
え
な
が
ら
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、「
リ
キ
シ
ャ
」
と

い
う
乗
り
物
に
乗
っ
た
り
し

て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
旅
行

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

勇
登
く
ん
は
普
段
、
美
香

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
自
主

保
育
サ
ー
ク
ル
で
友
だ
ち
と

森
を
探
検
し
た
り
、
畑
で
泥

遊
び
を
し
た
り
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。美
香
さ
ん
は「
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
っ
て
自

分
の
世
界
を
広
げ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
パ
パ

の
勇
輝
さ
ん
は
「
将
来
は
、

果
敢
に
挑
戦
す
る
姿
で
周
り

の
人
を
勇
気
付
け
ら
れ
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

勇登くんの名前には、どんなに高い壁が立ちはだか
ろうとも勇ましく登ってほしい、という思いが込め
られています。

平成 27 年２月生まれ
～壺下
勇輝さん・美香さんご夫妻の長男

土屋　勇
ゆ う

登
と

　くん

大好きなパパ、ママと一緒にハイ、チーズ！

笑顔でこんにちはスクールトピックス

こども園で団子さし
　さくらこども園では１月 10日、五穀豊穣や無病息災
を願う伝統行事「団子さし」を行いました。
　園児たちは、同園の玄関ホールに設置された大きなミ
ズキの木の枝に自分たちで丁寧に丸めた団子を取り付け
ました。
　園児たちは「団子を丸めるのが楽しかったです」、「と
てもおいしそうな匂いがしていました」などと感想を話
しました。

　猪苗代高校ＪＲＣインターアクト委員会の生徒６人は
12 月 24 日、「全国学生クリスマス献血キャンペーン」
の一環として、町役場で行われた献血に合わせてボラン
ティア活動を行いました。
　生徒たちは、町役場を訪れた人たちに献血の協力を呼
びかけたり、献血をした人に記念品などを手渡したりし
ました。３年の佐藤一真さんは「若い人たちにも協力を
呼び掛けたいです」と話しました。

献血への協力を呼び掛ける

　12年後の自分に宛てた手紙などを宝箱に入れる「え
とタイムカプセル埋設式」は 12 月 18 日、猪苗代ハー
ブ園で行われ、町内の小学校６年生の児童 103 人が参
加しました。式では、猪苗代の子どもたちの夢を応援す
る会の鈴木長治会長らがあいさつ。児童を代表して長瀬
小学校の佐瀬遥希さんと加藤風愛さんが将来の夢を発表
しました。児童は手紙などを入れた宝箱に鍵を掛け、そ
の鍵を入れたカプセルを同園内に埋設しました。

　「さとうきび親善大使」を務める沖縄県西原町立坂田
小学校６年生の玉那覇心愛さんと大城考太郎さんは１月
15日、翁島小学校を訪れ、翁島小の児童と交流を深め
ました。歓迎会では、翁島小３～６年生の児童が合唱や
ダンスを披露して歓迎したほか、両校の児童がそれぞれ
の学校の特色や取り組みなどを紹介しました。また、さ
とうきび親善大使の２人が沖縄の伝統芸能「エイサー」
を披露しました。

さとうきび親善大使が来町

12年後の自分へ手紙

猪苗代高校

小学校６年生

翁島小学校

さくらこども園

献血協力者に記念品を手渡す猪苗代高校の生徒

ミズキの木の枝に団子を飾る園児

「エイサー」を披露する玉那覇さん（右）と大城さん

自分に宛てた手紙などが入った宝箱に鍵を掛ける児童ら

地域おこし協力隊通信

　
今
年
の
３
月
を
も
っ
て
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
が
終

了
と
な
り
ま
す
。
私
が
猪
苗
代
町

に
移
住
し
た
当
初
は
、
猪
苗
代
ど

こ
ろ
か
福
島
県
内
に
も
ほ
と
ん
ど

知
り
合
い
が
お
ら
ず
、
ど
う
や
っ

て
地
域
で
活
動
し
た
ら
良
い
か
全

く
検
討
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
移
住
し
て
こ
の

地
で
暮
ら
す
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
少
子

高
齢
化
、人
口
減
少
、そ
れ
に
伴
っ

た
働
き
手
不
足
、
空
き
家
や
廃
校

の
増
加
な
ど
、
ど
の
地
方
で
も
起

き
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
猪
苗
代
で

も
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す

る
た
め
、
昨
年
７
月
に
株
式
会
社

ア
ウ
レ
を
設
立
し
ま
し
た
。
幼
い

時
期
か
ら
猪
苗
代
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
新
し
い
形
の
教
育

事
業（
集
ま
り
い
な
）、
よ
り
多

く
の
方
に
猪
苗
代
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
観
光
事
業
、
町

外
の
方
に
も
猪
苗
代
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
情
報
発
信
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
猪
苗
代
に
残
り
、
活
動

は
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社
ア
ウ
レ　

遠
藤
孝
行

電
話
：080-3801-5349

メ
ー
ル
：info@

aw
re.co.jp

地域おこし協力隊

遠藤 孝行 さん

私たちが地域を元気に！

株式会社アウレの由来
Awaken Resource（資源を目覚めさせる）
→ AWRE（アウレ）

ヒト、モノ、コト、企業、地域、
文化など、それぞれが持つ価値や
可能性を最大限引き出し、世界の
発展に寄与することをミッション
に活動しています。
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町
内
在
住
の
人（
平
日
の
日
中
研
修

会
に
参
加
で
き
る
人
）

▼
研
修
期
間

令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月

（
月
１
回
程
度
）

▼
研
修
内
容

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
講
義
、
調
理

実
習
、
運
動
な
ど

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

３
月
19
日（
木
）ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

▼
使
用
期
限　

令
和
２
年
２
月
29
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

〇
販
売
に
関
す
る
こ
と　

町
商
工
会　

☎（
62
）２
３
３
１

〇
引
換
券
に
関
す
る
こ
と　

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎（
62
）２
１
１
５

食
を
学
び
楽
し
く
健
康
づ

く
り
　
食
改
さ
ん
募
集

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私
た

ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町

が
開
催
す
る
講
座
を
１
年
間
受
講
す

る
と
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
健
康
の
基
本
で
あ
る

「
食
」
を
中
心
に
講
義
や
調
理
実
習

な
ど
を
通
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
「
自
分
が
動
く
こ
と
で
誰
か
が
健

康
に
な
れ
る
」
素
敵
な
や
り
が
い
の

あ
る
活
動
で
す
。
ま
ず
は
自
分
の
た

め
に
、
そ
し
て
家
族
や
地
域
み
ん
な

の
た
め
に
健
康
づ
く
り
の
勉
強
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

各
学
年
の
特
選
２
点
、
準
特
選
４
点
、

佳
作
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

役
場
庁
舎
内
に
次
の
と
お
り
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間

２
月
21
日（
金
）〜
３
月
19
日（
木
）

▼
場
所

町
役
場
１
階　

町
民
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

収
納
係

☎（
62
）２
１
１
３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
終
了
日
・
使
用
期
限

に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
者
お
よ
び
子
育
世

帯
主
を
対
象
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
販
売
終
了
日
と
使
用
期
限

は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
期
限
内

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
購
入
の
際
は
町
保
健
福
祉

課
が
交
付
し
た
引
換
券
が
必
要
で
す
。

（
引
換
券
交
付
申
請
受
付
は
終
了
し

ま
し
た
。）

▼
販
売
終
了
日　

令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）

▼
販
売
場
所　

町
内
７
郵
便
局

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

か
ら
令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で
に
町

外
の
医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
、
接
種
費
用
を
実

費
で
支
払
っ
た
人
に
対
し
て
、
接
種

料
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
次
の

書
類
を
持
参
の
上
、
保
健
福
祉
課
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
区
分
の
人
は
、
助
成
さ
れ

た
金
額
で
請
求
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

役
場
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
持
参
書
類

領
収
書
、
接
種
済
証（
母
子
手
帳

な
ど
）、
銀
行
ま
た
は
Ｊ
Ａ
の
通
帳
、

印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

｢

税
に
関
す
る
習
字｣

を

展
示
し
ま
す

　

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

町
内
の
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
皆
さ
ん
に
、
税
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
と
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
「
税
に
関
す
る
習
字
」

コ
ン
ク
ー
ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
鶴
峰
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
者
数
が

募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
住
宅　

鶴
峰
住
宅（
メ
ゾ

ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▼
募
集
戸
数　

１
戸

▼
募
集
期
間　

２
月
10
日
か
ら
２
月

28
日
ま
で

▼
応
募
条
件　

18
歳
未
満
の
子
ど
も

を
２
人
以
上
扶
養
し
、
現
に
同
居
し

て
い
る
人（
第
２
子
を
出
産
予
定
の

人
を
含
む
）。
そ
の
他
、
猪
苗
代
町

営
住
宅
条
例
の
規
定
に
よ
る
条
件
。

▼
応
募
方
法　

　

建
設
課
で
応
募
用
紙
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

募
集
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
日
厳
守
）。

▼
入
居
時
期　

４
月
１
日

▼
そ
の
他　

詳
細
な
入
居
の
条
件
や

住
宅
の
内
見
を
希
望
さ
れ
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

回
の
募
集
で
応
募
者
が
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
先
着
順
で
随
時
募
集
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

町
営
住
宅

募
　
集

案
　
内

☎（
62
）２
１
１
３

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

令
和
元
年
度
分
の
浄
化
槽

維
持
管
理
事
業
費
補
助
金

　

町
で
は
、
猪
苗
代
湖
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
要
件

①
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
保
守
点
検（
県
登
録
業
者
に
委

託
）」、「
清
掃（
町
許
可
業
者
に
委

託
）」、「
11
条
法
定
検
査（
県
指
定

検
査
機
関
実
施
）」
の
３
つ
を
全
て

完
了
し
て
い
る
こ
と

②
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と③
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
に
接
続

で
き
る
建
物
で
な
い
こ
と

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
合
は
、
初

回
申
請
か
ら
５
年
度
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

申
請
は
１
年
度（
令
和
元
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
の

間
）に
１
回
限
り
で
す
。
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請

令
和
２
年
度
か
ら
町
県
民

税
の
納
期
前
納
付
報
奨
金

制
度
を
廃
止
し
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
日
本
に
お

け
る
税
金
の
早
期
確
保
を
目
的
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
町
県

民
税
を
給
与
や
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）さ
れ
る
人
に
は
報
奨
金

が
交
付
さ
れ
な
い
不
公
平
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
全
国
的
に
制
度
が
廃
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
納
税
者
間
の
公
平
・
均
衡

を
保
つ
た
め
に
、
町
県
民
税
の
報
奨

金
制
度
を
令
和
２
年
度
か
ら
廃
止
し

ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
資
産
税
の
報

奨
金
制
度
は
継
続
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
早
期
納
付
へ
の
ご
協

力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
期
限
内
納
付
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
全
期
一
括
納
付
に
つ
い
て

　

報
奨
金
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
全

期
分
を
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
一
括
納

付
を
期
別
納
付
に
変
更
す
る
場
合
は
、

ご
利
用
の
金
融
機
関
で
変
更
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係
・
収
納
係

税
　
金

し
て
く
だ
さ
い
。
未
申
請
で
年
度
が

変
わ
る
と
、
補
助
を
受
け
る
機
会
を

１
回
分
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
補
助
金
額

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎（
62
）５
６
３
３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
対
象
者（
１
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
妊
婦
。
高
齢
者

は
除
く
）で
、
令
和
元
年
11
月
１
日

保
　
健

案
　
内

合併処理

浄化槽

合併処理浄化槽
（窒素リン除去型）

単独処理

浄化槽

５人槽 10,000 円 17,000 円 6,000 円

６～７人槽 13,000 円 20,000 円 8,000 円

８～ 10 人槽 16,000 円 25,000 円 10,000 円

補
助
金

種類

人槽

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告
を募集しています。事業所の宣伝、広告など
にぜひご活用ください。手続きや料金など、
詳しくは下記にお問い合わせください。
 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中
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   春の全国火災予防運動

火災予防の3つの習慣と４つの対策を実施しましょう。
 3 つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
する。
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
 ４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など
を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　問猪苗代消防署　☎（62）4433

町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
の
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
町
内

に
住
所
を
有
し
、
今
年
の
４
月
か
ら

高
等
学
校
に
進
学
す
る
人
で
す
。

▼
奨
学
資
金
の
額

月
額
２
万
円
以
内

▼
貸
与
期
間　

令
和
２
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間

▼
出
願
方
法　

・
奨
学
生
願
書
と
奨
学
生
推
薦
調
書

を
在
学
す
る
学
校
経
由
で
教
育
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
奨
学
生
願
書
に
は
、
連
帯
保
証
人

の
署
名
が
必
要
で
す
。

・
連
帯
保
証
人
は
、
成
年
者
で
独
立

の
生
計
を
営
む
者
１
人
と
し
ま
す
。

・
提
出
さ
れ
た
書
類
な
ど
の
審
査
を

行
い
、
奨
学
資
金
の
貸
与
の
可
否
を

決
定
し
、
学
校
長
を
経
て
出
願
者
へ

通
知
し
ま
す
。

・
奨
学
資
金
は
、
毎
月
口
座
振
替
に

よ
り
申
請
者（
生
徒
）名
義
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

・
奨
学
生
願
書
と
奨
学
生
推
薦
調
書

は
教
育
総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

☎（
62
）５
６
７
７

町
民
交
通
傷
害
保
険
の

廃
止
に
つ
い
て 

　

町
で
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た

人
の
救
済
を
目
的
に
、
昭
和
44
年
度

か
ら
町
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
自
動
車
の
急
速
な
普
及
で

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
た
も
の
の
、

救
済
制
度
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
町
と
し
て
制
度
化
し
た
も
の
で
、

低
廉
な
掛
け
金
と
簡
単
な
加
入
手
続

き
な
ど
か
ら
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
民
間
の
傷

害
保
険
の
充
実
な
ど
で
加
入
者
が
減

少
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
２

年
度
か
ら
は
引
き
受
け
す
る
保
険
会

社
が
な
く
、
制
度
の
存
続
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
町
民
交
通
傷
害

保
険
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
日
ま
で
令
和
元
年
度
分
の

中
途
加
入
は
で
き
ま
す
が
、
令
和
２

年
度
分
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

　

現
在
加
入
し
て
い
る
人
の
補
償
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
故
な
ど

が
あ
っ
た
際
は
、
町
民
生
活
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎（
62
）２
１
１
４

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

２
月
19
日（
水
）、
３
月
18
日（
水
）、

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

に
熊
谷
喜
一
さ
ん

　

法
務
省
で
は
、
本
町
を
担
当
す
る

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
令
和
２
年

１
月
１
日
付
け
で
熊
谷
喜
一
さ
ん

（
酸
川
野
）を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
基
本
的
人

権
の
擁
護
と
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日　

３
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

募
　
集

相
　
談

人
　
権

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

全国統一
防火標語

３/ １（日）～７（土）

住民基本台帳の
写しの閲覧状況

住民基本台帳法第 11 条第３項及び第 11 条の２第 12 項の規定に基づ
き、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況についてお知らせします。
（閲覧期間：平成 31 年１月 1日から令和元年 12 月 31 日まで）
　　　　　　　　　　　　　　問町民生活課　町民係　☎（62）2114

◆国または地方公共団体の請求によるもの（法第 11条）

閲覧日 国又は地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

令和元年
10 月 25 日

自衛隊福島地方協力本部
会津若松出張所　広報官　三浦　和明 自衛官の募集に伴う広報のため 平成 14 年 4 月 2 日～平成 15 年 4 月 1

日生まれの日本人の男女

◆個人または法人の申し出によるもの（法第 11条の２）

閲覧日 申出者の氏名
（法人の場合はその名称及び代表者氏名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

令和元年
５月９日

一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 テレビ視聴に関する調査 字新町、字新地、字古城町の満 16 歳以

上の日本人の男女

令和元年
６月６日

株式会社サーベイリサーチセンター
東北事務所　所長　千葉　記章

県民の運動・スポーツに関する
実態調査

大字川桁、字芦原の満 20 歳以上満 80
歳未満の男女

令和元年
７月４日

MOGコンサルタント株式会社
代表取締役　森石　登 福島県政世論調査 町内全域の満 15 歳以上の男女

令和元年
７月 10 日

一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生

2019 年新聞およびWeb 利用に
関する総合調査

大字川桁字新屋敷、字曲淵、字長町、
字西幸野の満 15 歳以上の日本人の男女

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

善意をありがとうございます

　猪苗代新そば祭り実行委員会と道の駅猪苗代、猪
苗代町赤十字奉仕団の３団体は 12 月 25 日、台風
19 号被害に対する災害義援金として日赤県支部猪
苗代町分区へそれぞれ義援金を寄託しました。

猪苗代新そば祭り実行委員会　　　　　50,000 円
道の駅猪苗代　　　　　　　　　　　　20,000 円
猪苗代町赤十字奉仕団　　　　　　　 159,372 円

前後公猪苗代町分区長に義援金を手渡す渡部常男猪苗代新そ
ば祭り副実行委員長（中央）と佐藤正副実行委員長（右）

お
知
ら
せ

熊谷喜一さん
（酸川野）

人権イメージキャラクター
人 KENまもる君
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令
和
２
年
度
会
計
年
度
任

用
職
員
を
再
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
令
和
２
年

度
会
計
年
度
任
用
職
員
を
再
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
職
種
、
資
格
要
件
お
よ
び
予

定
人
員　

　

下
記
募
集
一
覧
の
と
お
り
。

▼
勤
務
条
件　

　

猪
苗
代
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
。

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、

職
歴
調
書
、
滞
納
確
認
同
意
書
な
ど

の
必
要
書
類
に
記
入
し
、
２
月
28
日

（
金
）ま
で
に
下
記
募
集
一
覧
の
各

問
い
合
わ
せ
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

履
歴
書
な
ど
は
各
担
当
部
署
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

面
接
の
日
時
、
場
所
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
希
望
す
る
職
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
募
集
一
覧
に
記
載

の
各
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
雇
用
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３

募
　
集

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
71
号
「
平
成
31
年
度
固
定
資
産

税
第
１
期
及
び
第
２
期
督
促
状
公
示

送
達
」（
税
務
課
収
納
係
）

公
　
告

・
第
30
号
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進

地
域
計
画
（
平
成
26
年
度
〜
平
成
30

年
度
）
の
事
後
評
価
等
の
公
表
」（
上

下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
31
号
「
収
容
猫
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

・
第
32
号
「
普
通
財
産
に
お
け
る
一

般
競
争
入
札
の
執
行
に
つ
い
て
」（
企

画
財
務
課
財
務
係
）

・
第
33
号
「
令
和
元
年
８
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

・
第
34
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
環
境
係
）

・
第
35
号
「
令
和
元
年
度
に
お
け
る

猪
苗
代
町
の
発
注
予
定
工
事
情
報
」

（
企
画
財
務
課
財
務
係
）

・
第
36
号
「
令
和
元
年
９
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

・
第
37
号
「
令
和
元
年
10
月
分
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
」」（
農
業
委
員

会
農
地
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

前
売
り
券　

１
１
０
０
円

　

当
日
券　
　

１
５
０
０
円

〇
小
中
高
校
生　

　

当
日
券
の
み　

８
０
０
円

▼
入
場
券
販
売
所　

学
び
い
な

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎（
72
）０
１
８
０ 

町
体
験
交
流
協
会（
中
村
）

☎
０
９
０（
７
０
６
１
）３
１
９
０

告
　
示

・
第
64
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
65
号
「
猪
苗
代
町
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業
実
施

要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
」（
保

健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

・
第
66
号
「
特
定
子
ど
も
・
子
育
支

援
施
設
等
の
確
認
の
公
示
」（
こ
ど

も
課
こ
ど
も
園
係
）

・
第
68
号
「
平
成
31
年
度
町
県
民
税

第
２
期
督
促
状
公
示
送
達
」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
69
号
「
平
成
31
年
度
国
民
健
康

保
険
税
第
２
期
督
促
状
公
示
送
達
」

（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
70
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

だ
さ
い
。
履
歴
書
は
生
涯
学
習
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

〇
日
時　

２
月
23
日（
日
）
　

 

午
前
９
時
か
ら

〇
場
所　

町
体
験
交
流
館（
学
び
い

な
）
　
研
修
室

▼
雇
用
期
間

令
和
２
年
３
月
２
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎（
72
）０
１
８
０ 

映
画
「
あ
の
日
の
オ
ル

ガ
ン
」
上
映
会

　

町
体
験
交
流
協
会
で
は
、
年
に
一

度
、
町
の
文
化
の
向
上
と
心
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

映
画
上
映
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
上
映
映
画　

あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン

▼
開
催
日　

３
月
22
日（
日
）

▼
会
場　

学
び
い
な

▼
上
映
時
間　

１
１
９
分　

〇
１
回
目　

午
後
１
時
30
分
か
ら

〇
２
回
目　

午
後
６
時
30
分
か
ら

※
開
場
は
、
各
回
30
分
前
か
ら

▼
入
場
料
金

〇
大
人　

年
３
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
、
民
具

資
料
修
復
・
整
理
業
務
は
、
令
和
２

年
６
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
３

日
ま
で
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

募
集
一
覧
に
記
載
の
と
お
り
。

体
験
交
流
館（
学
び
い
な
）

嘱
託
員

　

町
生
涯
学
習
課
で
は
、
次
の
と
お

り
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員　

体
験
交
流
館
等
音
響
・
照
明
設
備
調

整
補
助
及
び
施
設
管
理
業
務
嘱
託
員

１
人

▼
資
格
要
件　

・
自
動
車
普
通
免
許
を
有
し
、
通
勤

で
き
る
人

・
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
で
65
歳

以
下
の
人

・
舞
台
機
構
調
整
技
能
士
ま
た
は
、

舞
台
照
明
等
技
術
職
経
験
者
ま
た
は
、

舞
台
照
明
等
技
術
に
興
味
の
あ
る
人

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
嘱
託
員
の
任
用
等
に
関

す
る
規
則
に
よ
る
。

▼
応
募
手
続
き　

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
２
月
20
日（
木
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く

掲
示
板

お
知
ら
せ

№ 職　種 資　格　要　件 勤務時間
１月の支給

目安額（予定）
勤務場所

募集
人数

問い合わせ先

1
介護予防専門職
業務

①普通運転免許を有する人
②専門的な資格を有する人　
　（健康運動指導士、看護師、
　理学療法士など）

１日につき
７時間 45 分
※土、日、祝
日を除く

171,200 円～
202,700 円

町役場
保健福祉課

１人
保健福祉課
高齢者福祉係
☎（62）2115

２ 水道施設業務
①普通運転免許を有する人
②給水装置工事主任技術者資
　格を有する人を優先

１日につき
７時間 45 分
※時間外および
休日勤務を命じ
る場合あり

150,400 円～
251,600 円

町役場
上下水道課

１人
上下水道課
水道施設係
☎（62）5622

３
教育施設等整備
推進業務

①普通運転免許を有する人
②公共施設における建築の設
　計等や学校施設等の整備に
　経験を有する人を優先

１日につき
７時間
※土、日、祝
日を除く

日額
  10,410 円

町役場
教育総務課

１人
教育総務課

教育施設整備係
☎（62）5677

４ 保育教諭業務

幼稚園教諭または保育士の免
許・資格を有する人（令和２
年３月までに取得見込の人を
含む）

１日につき
7時間 45 分
（シフト制）

171,200 円～
202,700 円

町内こども園、
保育所

５人
こども課
こども園係
☎（23）4105

５ 学芸員業務 学芸員資格がある人 １日
130,400 円～
154,400 円

図書歴史情報館 1人
生涯学習課　

図書歴史情報館係
☎（23）7855

６
民具資料修復・整理
業務

普通運転免許を有する人
１日

（6/2 ～ 7/3・
実働 20 日）

日額
     7,320 円

旧猪苗代保育所 ２人
生涯学習課

図書歴史情報館係
☎（23）7855

【会計年度任用職員募集一覧】

募
　
集
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

問い合わせ先　猪苗代消防署　☎（62）4433

　このたび、県立猪苗代高校前の県道猪苗代塩川線において、道路工事に伴い、下記のとおり大型
車通行規制を行うことになりました。
　つきましては、規制に伴い、大型車両は迂

う

回路を通行してもらうことになり、路線バスについて
は、バス路線および停留所が迂

う

回路に変更になります。
　ご不便、ご迷惑をお掛けしますが、ご協力のほどよろしくお願いします。

●路 線 名　県道猪苗代塩川線
●区　　間　自）猪苗代町字沼田地内（信号機交差点）
　　　　　　至）猪苗代町字新町地内（信号機交差点）の約 600 ｍ区間
●期　　間　３月 15 日（月）から５月 29 日（金）までの終日（土日祝日を含む）
●規制区分　大型車通行止（路線バス含む）。普通車は通行可能
●理　　由　消雪修繕工事により通行幅員の確保が困難なため
●迂

う

回 路　町道（下記位置図のとおり）

●工事に関する問い合せ先　　　県猪苗代土木事務所　業務課　　☎（62）3102
●路線バスに関する問い合せ先　磐梯東都バス猪苗代磐梯営業所　☎（72）0511

県道工事に伴う大型車通行規制のお知らせ

至
　
福
島

県
道
米
沢
猪
苗
代
線

会津信用金庫 猪
苗
代
高
校

町
商
工
会

猪苗代小学校

大型車通行止区間

大型車迂回路

至　国道 49 号至　猪苗代駅

県道猪苗代塩川線至
　
塩
川

西勝寺

国
道
11
5 号

至　裏磐梯
位　置　図
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●日時　２月 23 日（日）　午前 10
時から午後４時まで
●場所　アピオスペース　2階研修
室
問東北税理士会会津若松支部
　支部長　上杉雅明（税理士事務所）
☎（27）7449

  福島県特定（産業別）最低
  賃金が改正されました

　福島県特定（産業別）最低賃金が
改正されました。最低賃金は原則と
して常用・臨時・パート・アルバイ
トなどの雇用形態や呼称の違いにか
かわらず、全ての労働者に適用され
ます。
●計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具・理化学機械器具、時
計・同部品、眼鏡製造業　867 円（18
円の増）
●輸送用機械器具製造業　869 円
（18円の増）
●自動車小売業（二輪自動車小売業
（原動機付自転車を含む）を除く）　
867 円（19円の増） 
●電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製
造業（医療用計測器製造業（心電計
製造業を除く）を除く）　833 円（18
円の増）
●非鉄金属製造業　865 円（18 円
の増）
問福島労働局賃金室
☎ 024（536）4604

令和元年分確定申告の
納期限と振替日のお知らせ

　令和元年分の確定申告期限と納期
限は、下記のとおりです。
●申告所得税および復興特別所得税
・贈与税　３月 16日（月）
●消費税および地方消費税　
　３月 31日（火）
　なお、納税には、便利な振替納税
をご利用ください。一度手続きをし
ていただければ、継続して利用でき
ます。
●令和元年分確定申告分の振替日
〇申告所得税および復興特別所得税
　４月 21日（火）
〇消費税および地方消費税
　４月 23日（木）
問会津若松税務署
☎（27）4311

　　「税の無料相談会」
　　開催のお知らせ

　東北税理士会会津若松支部では、
社会貢献活動の一環として２月 23
日（税理士記念日）に税理士による
「税の無料相談会」を開催します。
　相続税や贈与税、土地や建物の譲
渡に関わる税、消費税、その他確定
申告に関する税のご質問やご相談な
どをお受けいたします。お気軽にご
利用ください。
　なお、ご利用に当たり、事前予約
の必要はありません。

あなたの健康知識はどれくら
い？
「ふくしま健民検定」に挑戦
してみましょう！

　県では、皆さんの健康知識や理解
度を測る「ふくしま健民検定」を実
施します。ぜひ挑戦してみてくださ
い。
●実施期間　2 月 6 日（木）～ 2 月
28日（金）
●参加方法　次のいずれかの方法で
参加してください。
①「ふくしま健民検定」ホームペー
ジにアクセスし、検定フォーム上で
解答　
②問題用紙を事務局から取り寄せ、
解答を郵送（郵便料は事務局負担）
●参加料　無料
●合格基準　正答率 70％以上
●特典　合格者全員に「認定証・ふ
くしま健民カード特別版」を進呈。
さらに、合格者のうち抽選で 50人
に景品を進呈します。
問ふくしま健民検定事務局
☎ 024（927）0021（平日午前 10 時
～午後５時）
　

　オープンキャンパス
　参加者募集

　テクノアカデミー会津では、オー
プンキャンパス（学校見学会）を開
催します。
　高校生をはじめ、中学生やすでに
働かれている人、現場で即戦力とし
て働くために勉強されたい人など、
どなたでもお気軽にお越しください。
●日時　３月 28 日（土）　午前 10
時～午後０時 30 分（受付午前９時
30分～）
●実施内容　校・科概要説明、施設

見学、個別相談、学生交流、学生寮
見学
●場所　テクノアカデミー会津
●申し込み方法　事前申し込み不要
問テクノアカデミー会津　
☎ 0241（27）3221 

ふくしま就職ガイダンス

　福島労働局および県では、福島県
内に就業場所があり、参加対象学生
などを正社員として採用する計画の
ある事業の企業説明会を開催しま
す。対象は、令和３年３月新規大学
等を卒業予定の人、平成 30年３月
以降に大学等を卒業（修了）した人
です。
　ぜひご参加ください。
【東京会場】
●開催日　３月２日（月）
●内容　
①就職活動イベント　午前 10時～
正午
②合同企業説明会　午後１時～午後
５時
●会場　池袋サンシャインシティ
問キャリア支援機構
☎ 024（941）1711
【福島会場】
●開催日　３月５日（木）
●内容
①事業所ＰＲタイム　午前 10時～
正午
②就職活動支援イベント　午前 10
時～正午
③合同企業説明会　午後１時～午後
５時
●会場　ビッグパレットふくしま
問福島労働局職業安定課
☎ 024（529）5396
●その他　
①事前申し込みは不要です。
②参加事業所一覧は福島労働局、
キャリア支援機構ホームページで公
開しています。

賃　　金

  今月の納期
 （納期限３月２日）

●固定資産税　４期分
●国民健康保険税 ８期分
●介護保険料    ８期分
●後期高齢者
　医療保険料   ７期分
●上下水道使用料 ２月分

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

2020 年１月 1日現在の現住人口
　   人　口　　　13,727 人
　　世帯数　　　  4,841 戸
　　出生　  8 人　  転入　 45 人
　　死亡　22人  　転出　 42 人

暮らしの情報広場

２月 11日～３月末の窓口業務延長日は
２月 18日と３月 10日、24 日です編

集
後
記
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

１　犯罪発生状況

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和元年12月31日現在） 税　　金

案　　内

◎なりすまし詐欺などの不審電話や架空請求の電子
メールなどが多発しています。金銭に関する話は詐欺
を疑い、必ず家族や警察に相談しましょう。

◎横断歩行者などを見かけたら、必ず一時停止しま
しょう。
◎夕暮れ時・夜間の早めのライト点灯とライトのこま
めな上下切り替えを実践しましょう。
◎夜間に外出する際は、夜光反射材用品を身に着けま
しょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和元年 平成30年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 44 72 -28 -38.9
磐　梯　町 12 11 1 9.1
裏　磐　梯 8 7 1 14.3
　　　計 64 90 -26 -28.9

死亡事故 1 1 0 1 0 0
増　　減 0 -1 0
人身事故 33 32 7 11 3 4
増　　減 1 -4 -1

健　　康

町の人口
（福島県現住人口調査より）

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
元年 30年 元年 30年 元年 30年

窃盗犯計 25 59 9 8 6 5
空き巣
金庫破り 2
事務所荒らし 1
出店荒らし 3
倉庫荒らし 1 3
侵入盗その他 5 19 1 5
置引き 3 1 1
車上ねらい 2 1 1
部品ねらい 1 1
脱衣場ねらい 4 1 1
自販機ねらい 5 1
万引き 5 4
職場ねらい 1
さい銭盗 1
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 2 1 1 1
非侵入盗その他 6 8 5 2 2
自動車盗 1 2
オートバイ盗
自転車盗 2 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 4 2 1 1
詐欺・横領 2 2
遺失物等横領 2
器物損壊 5 3 1 3 1

その他の刑法犯 7 4 1
総　計 44 72 12 11 8 7
増　減 -28 1 1

就職支援



Our  Museum
みんなの美術館

２月は緑小学校のお友達の作品です
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「針金工作」

針金を使ってしゃもじを作
り、手や足を付けました。
日用品に手足があったら面
白いと思って作りました。
足で立てるようにバランス
を取るのが難しかったです。

三高　奈
な

凡
ほ

さん（６年）

「しゃべりながら
　　降りる階段」

英語の勉強ができる緑小学
校の階段を描きました。階
段の手すりを斜めにして、
奥行きを表現できるように
工夫しました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ
リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。

ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。

■一口メモ■
　玉ネギとニンニクを炒めて香りを出すのがポイントです。ブイヨンやケチャップにも塩分が含まれてい
ますので、調味料の塩は味を調える程度に加えます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 272

【材料】４人分
・鶏もも肉  400㌘・玉ネギ  １個・ニンニク  １片・オリーブ油    
大さじ２・赤ワイン  1/3 カップ・固形ブイヨン  １個・小麦粉  
大さじ１・トマトピューレ  2/3 カップ・ケチャップ  大さじ１・
パセリ  小さじ４・コショウ  小さじ１・塩  小さじ 1/2・水  １カッ
プ
【作り方】
①鶏もも肉をぶつ切りにし、小麦粉をまぶします。フライパンに
オリーブ油大さじ１を入れて熱し、鶏もも肉を中火で炒め、いっ
たん皿へ取り出します。
②玉ネギとニンニクは粗みじん切りにします。フライパンに再度
オリーブ油大さじ１を入れて熱し、玉ネギとニンニクを中火で炒
め、①の鶏もも肉を戻し入れます。
③②に赤ワインを入れて弱火にし、分量の水、固形ブイヨン、ト
マトピューレ、ケチャップ、コショウ、塩を入れ中火に戻し、
20 分くらい煮込みます。
④③を器に盛り、みじん切りにしたパセリをふりかけて出来上が
りです。
【１人当たりの栄養量】
エネルギー 244㌔㌍、塩分 1.5㌘

鶏肉のトマト煮
（減塩メニュー）


